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言舌をイ乍るとし、うこと

小島美子

この頃私服くの方々に、“作り歌"をおすすめしている。作り歌とは、宮崎県北部の山深い村、椎葉村でご

く日常的に使われていることばである。この村では、昔から伝えられてきた時蓄のメロディに、即興的にことば

を作って歌うことが珍しくなく、それを“作り歌"といっているのである。

私が初めて作り歌ということばを耳にしたのは、ある集落で徹夜の神楽のあとの直会で、一息ついているとき

だ、った。その神楽の当番だった 50代の男性が立ち上がって、“皆さんのおかげで、このように冬の祭りが無事に

済んで嬉しい"としづ意味の歌を歌われたのである。誰かが歌い出したら、すぐ録音するのが私たちのさがのよ

うなものだ、から、私はマイクをそっと出していた。すると、その男性は歌い終わってから、それに気が付き、“作

り歌じゃまずかったかな"と頭をかきながら、ボソッといわれたのである。それはそのメロデ‘ィが、この村でよ

く歌われる正月の歌のメロディなので、録音するなら、伝統的な正月の歌の歌詞で歌うべきだ、ったかな?という

意味なのである。そのことばがごく自然に出てきたことで、“作り歌"ということばが、このキすでは自然に日常

会話の中で使われていることを知ったのである。

実際にたとえば私が椎葉村のどこかの神楽を見に行くと、早速神楽を騰すせり歌の中に、美子先生が久しぶり

に神楽にやってきたなどと歌いこまれでしまい、皆さんがこちらをみてニコッと笑ったりするのである。

椎葉村でも作り歌は伝統的な歌詞より軽く見られているのは確かだが、もし作り歌の中で多くの人々の共感が

得られるような歌詞ができれば、それを他の人々も歌うようになり、やがて民謡の歌詞として定着するだろう口

氏謡の歌詞はそのようにして増えてきたのである。だから民謡が暮らしの中でよく歌われている状態ならば、作

り歌が作られるし、憶 にいえば、作り歌が作られるような時蓄は、まだまだ生命力があって生きているといえる

のである。

作り歌はまた、自分で、作って歌うことによって誰に聞かせなくても、自らを慰めたり励ましたりすることがで

きる。沖永良部島のある女性は、幼い頃ひどく悪い環境で、育ったが、祖母の歌う民謡のメロディを覚え、それに

自分の気持をのせ、ひそかに心の中で歌うことによって、その生活に耐えることができたとしづ。

それで思うのだけれど、民話とか昔話とかいわれるおはなしの方はどうなのだろうか。これも誰かが作り話を

いい始め、語っていくうちに尾ひれがつき、他の人々にも語るようになっておもしろい話になり、またそのグア

リアントも生れて、ゆたかな話になるということなのだろう治、この頃語るということが見直されているようだ

けれど、そういう話を作るというはなしも聞きたし、 (東京都)
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く第46回研究例会>・報告

シンポジウム「学校教育と口承文芸j

青木俊明

第46回研究例会 (2∞3/12/13 於・市川市中央図書
館)は、「学校教育と口承文芸j と題してシンポジウム

形式で行われた。

まず、米屋陽一氏から「聴き耳を育てるということj

というテーマで、 i1筋する中学・高校における実践報
告があったo 以前は、気軽に学校から高館もて民話の舞

台を訪ねたり、古老から話を開くことができたのだが、

現在では危殺繕哩の問題から、学校の外へ出かけるこ

とは難しくなっているなど、学校現湯での取り組みが

具体的に紹介された口

続いて、高木史人氏が、「口承文学研究者と時稲動

家と語りの実践者とj と題して、波多野ヨスミ女から

の昔話の収集方法やヨスミ女の昔話集の作り方から、

語り手と研究者の関わりを検討し、さらに明治枝湖か

ら、学校の話し方の授業で、昔話が語られていた事実

を指摘し、語り手と学校が古くから関わっていたこと

を述べた。

最後に棲井新己氏から「日本とj般ト、公教育の語り

の授業Jという報告があった。日本の語りについては、

語りが学校から地械のボランティアへ移っていった過

程が述べられ、アメリカの語りについては、「ストーリ

ーテリング・ユース・オリンヒ。ックjのビデオも利用

しながら、ストーリ一テラーが学校でいかに活動して

いるかを報告し、さらにストーリーテリングの教育的

効果も示された。

質疑応答では、コーディネーターの根岸氏からの「

結論を出すのではなく、情報交換の場にしたいJとの

提案を受け、フロアからもボランティアで語りの実践

をしている方の取り組みが報告され、活発な情報交換

が行われた。私自身ぢ高校に勤務していることもあり、

勉強になることが多かった。今後の授業のなかで、「

語りJをぜひ取り入れたいと思うようなシンポジワ

ムだ、った。(制司県)
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日常生活の中で

高桑萌須子

まず、学習センターとしづ揚所で開催してくださっ

たことを感謝します。大学等と違って敷居が高くなか

ったので、興味にひかれるままに参加するととができ

ました。

いまさら何をですが、物語の法則とでもいうものが

あります。たとえば、異世界に入り込んで、しまったら、

そこで煮炊きしたものを食べてはいけないことや、見

るな(するな)といわれたら見て(やって)しまうこ

と、ものごとは三度くりかえされることなどなど口本

にいろいろ解説されているけれど、ぞう教えてもらわ

なくても、たくさんの物語を読み重ねているうちに

自然に体の中にしみこんでいるものか。普段はこれら

のことをあえて意識することなししかしそのからだ

が欲するところの物語を、選び、読み、語ってします。

法則というものを意識しようとすまいと、日ごろ子

どもたちにお話を語るものとして当然興味関心は「昔

話とは何かj というところに向かし1ますロリューティ

ーの昔話理論を読んだときには「そういうことかj と

妙に術専したものです。その延長として当然「口承文

芸j というものに対する関心は広がり、今回この公開

シンポジウムへの参加となり、普段交流のない方々、

特に学問世界の方のお話を開くことができたことは大

変興味深いことでした(高木さんがなぜ、「民話jではな

く「昔話Jという名称にこだわるのかお聞きしたかっ

たです)。

日常生活の中で、折あれば、その事柄にまつわる話

をしたいと思う口話の端々に諺を引用する人のように、

正月、七草田植え、夏祭り、ことあるごとに話をひ

っぱってこられたら楽しいだろう、そこに民俗学の裏

づけがあればまた別の面白味も出てくるであろうと。

そして「話jは日常生活から生まれるものでもあるか

ら、口承文芸という分野にさらに関心は深まるところ

です。(蛇足まで「聴き耳頭巾を手わたしたいJとし、う

ことが私が子供に向かうベースです。)

(千葉県市川市立妙典本料労



く第46回研究例会>・報告

落合奈央

2003年 12月13日、市川市生涯学習センターにて、

第46回研究例会公開シンポジウム「学校教育と口承文

芸jが行なわれた。

米屋陽一氏は、「聴き耳を育てるということjと題し、

口承文芸学の成果を学校教育の場にどう生かすことが

できるかという問題を提起され、話すこと糖、くことの

苦手な子どもたちを、採訪という「聴き耳Jをたてる

場に連れ出し、その経験を通して、子どもたち自らが

民話・生活体験を自分の言葉で語る f語り手Jとなる

よう呼びかける実践をしてきたことを報告された。

続いて、高木史人氏が「口承文芸研究者と民話活動

家と語りの実践者とjを発表され、 f話し方Jという授

業を始め、昔話とその語り手・聴き手が、明治以降の

学校教育と深く関わってきたことを指摘され、その影

響が、語り手の語り口に表れる文骨抜現や民主主義

的倒産観にうかがうことができると考察された。また、

高木氏は、昔話奇問者・民話活動家・語りの実践者は、

それぞれの立場で研究し互いに役立っていくべきだと

主張された。

最後に、楼升労己氏は「日本と海外、公教育の語り

と活動Jと題し、口演童話家の活動、「読み聞かせ」運

動、市民文化運動としてのストーリーテリング活動と

いった日本の歴史を振り返り、近年になってそれがじ心

の教育j として学校教育の中で受け入れられるように

なったことを報告された後、アメリカ・カナダではス

トーリーテリングが自己表現やコミュニケーション能

力の教育といった形で学校と関わっていることを紹介

され、こうした形での「語りの授業Jが、今後、日本

の教育にも活かされるべきではなし、かと提言された。

フロアを交えての質疑応答の時間が短かったことが

残念で、あったが、高木氏が会場に投げかけた、「語りJ

という言葉が今日多様な意味合いで用いられているこ

とに自覚的になるべきで、はないか、という意見が印象

的で、あった口 (昔話伝説研究会)
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く各地からの報告 ・1>
不可思議極まる 登川校幽霊悶答

久保孝夫

f汝狙漉炊i蚤なるや、もし亡霊ならば五つ戸を叩つ
べしjと問えば、「五つJ叩った。然からば「女なら

ば六つ打つべく、男なれば七つ打つべしjと問えば、

直に、「七つj叩ったので、更に進んで「その人数だけ

を叩てよj と問えば、「三つj打ち、「怨みを呑むもの

かj と問えば、音なきに、重ねて「無縁仏のため供養

を欲するものならば五十叩くべしj と問えば、相違な

く五十叩いたので流石の三教員も戦探してIL般の鼓動

が早鐘を鳴らすよう、呼吸は益々烈しく迫ってくる。

斯くてはならじと、胆を据えて最後の問いとして「必

ず名僧を迎えて供養せしむべきに付き、今後現れざる

に於いては百打つべしJと言えば一つだに誤らず一気

阿成に百を打った・

北海タイムスげて正9年3月 18'"'"'19日付?に載った「

亡霊宿直の教員を脅かすjの一節である。

タ開I登川尋常高等小学校宿直室に夜な夜7開墨が

現れて、柔道の瞬包で、胆力の据わった桑島訓導と他2

名を脅かしたというもの。深更1時期E下に面した戸

を拳で叩く音が聞こえたので、何者か訪ね来たものと

思って探索したが何らの形跡もなかったo それから戸

を叩くこと 5晩に及んだので、 3名の宿直教員は亡霊

と前記の問答をした。校長は実相寺住職に頼み、 3月

1日午後4時を期して供養を行ったので、その後この

幽霊は掛も約五歴史をたどれば、学校敷地:i1:主時炭

坑鉄道の敷設の当時、殺伐の気撮って土工は3人惨殺

されて死骸を捨てられたところであると、古老の記誌

に腿気に存しておるのみ・・・ e・・。

上記の資料を提供してくれた私の兄虞谷衛白小学

校教諭/キ幌市/昭和6年生まれ)によると、「記事の

中の桑島先生は、後に札幌に入って中学校の体育(主

に柔道)教師として勤め、戦後(昭和30年頃?)潤龍

山鼻に住んでいたj という。

明治23年、北炭室蘭・夕張線の銃草工事でタコ部屋

がはじまり、人権を無視され、酷使された挙げ句野垂

れ苑にしたタコの遺体は木の根元や石の下に埋められ

無縁仏となった。 北海道には、このタコ部屋市肢が終

戦直後まで約60年間つづいた歴史的背景がある。

(お飯島



く各地からの報告・ 2>
不思議の国から

高橋貞子

私のふるさと岩手県岩泉地方は、私にとってもまさ

に不思議の国である。今から 30年ほど前、 10人ほどで

「岩泉民間伝承研究会Jをつくって、 1年lこ1冊ずつ

12冊の郷土布院を主にした本を発刊したことがあるが、

その表紙に「不思議jの国いわいずみ・ふるさとノートJ

を提唱したら誰ひとり異論がなかったので、ある。

「不思議の国岩泉jを、私は今でもっし焼いたくな

りてしまう。昨年発刊した『座敷わらしを見た人びと』

と、『増補菊献河童を見た人びと』の文中にも使って

いる。不思議で仕殺がなかったから使ったので、ある。

其の1 むかし、山中の夜道を歩くとき、男も女も

魔よけ装束に身を変え、呪文を唱えてから出発したと

いう。男も女もまず長い髪を振り乱す。女は解き櫛を

口にくわえ、男は短万をくわえた。

さらに女は「口裂け女」に見せるため、両こめかみ

の髪を三つ組みに編んで櫛に巻きつけて口にくわえる。

呪文は次のような言葉だったという。

ゃ

「この家男(女)は夕暮れに たちいし雲をはるか眺

めける。わが手のこぶしは剣かつるぎヵ、向かうとこ

ろに敵ゃなからんJ

この伝承は、広い岩泉町の町堺にある安家年々、大

川釜津田、有芸の奥山の人びとから採集したのである

が、昭和のはじめに実際に魔よけ装束の口裂け女に出

遭った工藤真一郎さんは、平成16年になってからお亡

くなりになったo ご遺族はこの話を知らなかった。

其の2 岩泉地方は丸餅の文化で、あった。今のよう

こっぱ

な「木っ端餅jや、 fカルタ餅jは、戦後(第2次世界

大戦)のならわしとなった。

其の3 盛岡市や花巻市で有名な「わんこそばJは

岩泉地方に古くからある「そば振舞Jの{憎がルーツ

であろうといい、共著『岩手のそば』に書き残した。

不思議の国をふるさととする私は、まだまだまとめ

たい聞き書きノートが山積みで、弱音を吐いていられ

ない。中央の先生方のご指導をよろしくねがう次第。

(岩手県)
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く各地からの報告 ・3>

「語るなjの掘り起こし

吉川祐子

目下、静岡県伊東市の曽我物語の発祥地で、曽我物

調云説と曽我物語民俗を調査している。その中心は八

幡三郎に関わる伝承においている。ところが、 町口承伝

承ではほとんど聞き出すことが出来ない状態が続いた口

曽我物語の内容に則した比定地は整備されているが、

それに伴う伝説も世間話も附随しないし、関谷もない口

あまりの無風地帯に首をかしげてい71。
しつこく食い下がって聞き取りを繰り返していくう

ちに、話者は少しずつ思い出し、何もなかったので、は

なく忘ふてしまっていたのだとわかってきた。この件

は語つてはいけないといわれできたらしいD

つまり、「八幡三郎出縮交、悪者えだカどら声を上げ

るなj というわけである。これは我が村、我が家の恥

だからと、国く口を閉ざしているうちに、すっかり忘

れてしまったので、ある。しかし、おもしろいミとに思

い出すと少しずつ糸口がほどけてきて、今まで活字化

されながら独立した言し吋云えとしであったものが、し

だいに八幡三郎伝説に引き寄せられていくのである。

これがおもしろくて調査がやめられなし、どこまで思

い出していただけるかはわからないが、しばらく開き

取りを続けてみようと，思っている。

ところで、曽我物語の比定地は各地で名乗りを挙げ

て観北地化されている。こうしたことは曽我に関わら

ずあることだが、案外きちAノと調べられていないこと
が多い。古典文学大系類を見ても、どこまで、フィーノレ

ド調査をして比定してし、るのか疑問である。土地の伝

承だけを信じて確認調査をせずに比定し、それを長年

活字化し、さらに孫引きしてきたと思われる部分が案

外多いことに最近気づかされている。

これは、図書館をフィーノレドとする愈慢さが招く現

象で、残念なことに、関谷学を志す者でさえも図書館

しかフィールドとできない人々が増えている。無限の

可能性と楽しみのある聞き取り調査を、是非実感して

欲しいと思う。(静岡県)



く各地からの報告・ 4>
日の目を見る「宮島の伝説j

栗原秀雄

「宮島の伝説jが 14年ぶりに日の目を見る。『宮島

町史民俗紺の第11章「口頭(云承」に収められるは

ずだったが、町の財政難から刊行が中止され、資料保

管庫に埋もれたままになっていた。その原稿から「伝

説jだけを、このほど宮島町の許諾を得て、『広島民俗J
第61号に収載することにしたものである。

広島問谷学会出f年 9月、創立30周年を迎えた。こ
の節目に記念論集を刊行しては、という提案があり理

事会で検討したが、単行本を出版するのは過剰な負担

を負うことになるとの危倶がだされ、結局、会誌第61

号を「創立30周年記念論集Jとして編集することにし

た。 4月発行予定のこの論集で、小生がまとめた「宮

島の伝説jがようやく日の目を見ることになる口

宮島で調査に取りかかったのは1986年だった。立命

館大学説話文学研究会有志の協力を得て、 1990年まで

3回にわたり、延べ11人の調査員が古老を訪ねて歩い

た。言出家に名を留めた話者は54人、その多くはすで、に

故人となっている。伝説・世間話・昔話・習俗の4節

からなる「口頭云承jを一章にまとめ、町史編纂室に

入稿したのは1990年9月のことだ、った。

宮島の伝説の代謝句なものは「七不思議jである。

厳島神社の神馬仕すべて白くなる・担澱の屋根の天狗

おとぐいしき

の足跡・弥山の天狗の松明・天狗の拍子木・御鳥喰式の

梯・みさき・搬などがそれだが、こわ他にも島人

が語り伝える「不思議Jはまだいくつもある。それら

は『萎藩通志』巻十七・安纂園厳島五「祥異jにほぼ

由来するもので、おおむね伝説というよりは世間話に

分類される話柄だが、「七不思議伝説jという一樹ぬ

呼称、にしたがい、ここにまとめておいた。そのほか、

千畳間の龍・武田番匠と「撃の淵j・弘法の投げ筆・宝

郊完の縁起・宮島縞りのいわれ・つくね島の墓などの

伝承が島人のことばで語られており、めぼしいものに

は注記を付しておいた。(広島県)
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